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一 般 書 

 

『魔女のあとおし』 
中山 有香里／著 （幻冬舎） 

 
自分に自信が持てない看護師、田中桃子。 

人と比べては落ち込み、自分を守るために 

「いい人」でいる。そんな毎日を過ごす彼女は、 

夢の中で小さな魔女と猫に出会う。 

魔女の言葉に背中を押され、似合わないと言い聞かせていたスカートを 

買い、それをきっかけに自分を好きになりたいと思いはじめる。 

少しずつ勇気を出して行動していく桃子と、それを見守る魔女は 

時には一緒に料理を作ったり、星空を見に出かけたり……。 

温かで優しい時間がフルカラーで描かれたコミックです。 

 

 

 

「イギリスでお姫様のような旅がしてみたい」と出た 

祖母の言葉に、一族総出の支援の元、孫をお供にした 

八十代の五泊七日のイギリス旅行が決定！ 

飛行機はファーストクラス、ホテルの部屋はバトラー（客室係）付き、 

 オペラ鑑賞にオリエント急行でのディナー、アフタヌーンティーに 

ショッピングも……祖母姫も大満足の豪華な旅を追体験できます。 

自己肯定感が高く、自信に満ち溢れた祖母と正反対の孫娘、そしてその二人の 

旅をサポートする人々との交流は楽しく、時にホロリとさせられるエッセイです。 

  

 

 

新築分譲マンション、アドヴァンス・ヒルにはさまざまな 

悩みをかかえた人々が暮らしている。マンションの近くにある 

公園の古びたカバの遊具・カバヒコには、 

“自分の治したい部分と同じ部分を触ると回復する”という都市伝説があった。 

人々はカバヒコに悩みを打ち明けて・・・。 

 

カバヒコに触れることが自分を見つめなおすきっかけになる、 

誰もが抱える悩みに寄り添うやさしい物語です。 

 

 

 

児 童 書 

 

『大人も知らない？ふしぎ現象事典』 
「ふしぎ現象」研究会／編  

ヨシタケ シンスケ／イラスト 

（マイクロマガジン社） 

 
「見ちゃダメ！」と言われるとよけいに見たくなる。 

ぶつけたひじがしびれてビリビリする。 

勉強をする気になった時に、親から「勉強しなさい」と言われると、 

やる気がなくなる。 

   日常生活でこんな体験ありませんか？ 実はその現象、名前があります！ 

この本ではそんな「ふしぎ現象」が 56種類紹介されています。 

名前を覚えて周りの人に教えてあげたり、みんなで「あるある」と 

おしゃべりしたり、一人でも大勢でも楽しめます。 

   

    

 

 

 

 

 


